






 

 

 

第８７回安全キャラバン講演会の状況を紹介します。 

回 実施時期 会員名・事業所名 安全講演会講師 講演テーマ 

87 H18.10.5 
三菱重工業株式会社 

高砂製作所 

ＮＰＯ法人 科学技術倫理フォー

ラム 代表 杉本 泰治 氏 

「原子力業の倫理と説明責任

について」 

  

● 三菱重工業株式会社 高砂 安全キャラバン ＜安全講演会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
   

 

▲ 杉本 泰治 氏 

● なぜ倫理か 

米国で、２０世紀前半にプロフェッショナル･エンジニア 

(PE) 制度が生まれ、やがて「公衆優先」の技術者倫理が

明らかになった。安全確保の潮流のなかでとらえると、そ

の意義が見えてくる。 技術者は、社会から、科学技術を

人間生活に利用する業務を行なう権限を授けられ、条件と

して、社会規範（＝法と倫理）を順守する（＝コンプライ

アンス）義務を負う。 

● 原子力業の倫理・安全文化・説明責任  

もんじゅナトリウム漏れ事故(1995)、使用済燃料輸送容器

データ改ざん問題(1998)、JCO臨界事故(1999)、東京電力

トラブル隠し(2002)、関西電力美浜配管破損事故(2004)、

という発生順に、行政庁ないし原子力安全委員会の調査報

告を検討すると、考え方の筋道と問題点が見えてくる。 

● 組織のなかの個人 

国鉄名古屋ブルートレイン激突事故(1982)、JR尼崎脱線事

故(2005)を比べる。労務管理の違いにかかわらず、共通す

る何かがある。一般論として、科学技術の産物に、組織が

関わり、事故・不祥事の発生には、組織のなかの個人の意

識が決定的に関わる。 

● 倫理の方法を求めて 

コミュニティに倫理を定着させる方法があるとよい。確信

的な経営者が企業内の倫理に成功している例は少なくな

いが、移植可能なシステムにはなっていない。学生対象の

ものは、必ずしも企業向きでない。講演やセミナーで片付

くことではなく、自助努力を必要とする。 
 

 

▲ 講演会の様子 






